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(57)【要約】
【課題】ディスプレイ画面を閲覧するユーザに違和感を
与えることなく当該画面の焼き付きの防止を行う。
【解決手段】画面焼き付き防止装置１は、画素データ保
持部２１，描画処理部２２，再描画処理部２３，画素デ
ータ選択部２４を備える。画素データ保持部２１は、予
め選択された液晶ディスプレイ５の画面における所定領
域の画素データを記憶部３に保持する。描画処理部２２
は、前記所定領域の画素を当該画素と異なる色に描画さ
せた後に当該異なる色と異なる他の色に描画させる。再
描画処理部２３は、前記他の色に描画させた画素の領域
に前記保持された画素データの画素を再描画させる。画
素データ選択部２４は、前記再描画させた後に記憶部３
に保持する画素データとして前記所定領域と異なる他の
所定領域の画素データを選択する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　予め選択されたディスプレイ画面の所定領域の画素データを記憶部に保持する画素デー
タ保持部と、
　前記所定領域の画素を当該画素と異なる色に描画させた後に当該異なる色と異なる他の
色に描画させる描画処理部と、
　前記他の色に描画させた画素の領域に前記保持された画素データの画素を再描画させる
再描画処理部と、
　前記再描画させた後に前記記憶部に保持する画素データとして前記所定領域と異なる他
の所定領域の画素データを選択する画素データ選択部と
を備えた画面焼き付き防止装置。
【請求項２】
　前記画素データ保持部は、前記ディスプレイ画面が所定時間連続的に点灯している場合
に前記所定領域の画素を前記記憶部に保持する
請求項１に記載の画面焼き付き防止装置。
【請求項３】
　前記所定領域は、前記画面の複数画素から成る縦方向または横方向の直線状領域である
請求項１または２に記載の画面焼き付き防止装置。
【請求項４】
　前記所定領域は、前記画面の複数画素から成る矩形状領域である
請求項１または２に記載の画面焼き付き防止装置。
【請求項５】
　コンピュータが実行するディスプレイの画面焼き付き防止方法であって、
　予め選択されたディスプレイ画面の所定領域の画素データを記憶部に保持する画素デー
タ保持ステップと、
　前記所定領域の画素を当該画素と異なる色に描画させた後に当該異なる色と異なる他の
色に描画させる描画処理ステップと、
　前記他の色に描画させた画素の領域に前記保持された画素データの画素を再描画させる
再描画処理ステップと、
　前記再描画させた後に前記記憶部に保持する画素データとして前記所定領域と異なる他
の所定領域の画素データを選択する画素データ選択ステップと
を有する画面焼き付き防止方法。
【請求項６】
　前記画素データ保持ステップは、前記ディスプレイ画面が所定時間連続的に点灯してい
る場合に前記所定領域の画素を前記記憶部に保持する
請求項５に記載の画面焼き付き防止方法。
【請求項７】
　コンピュータを請求項１から４のいずれか１項に記載の画面焼き付き防止装置として機
能させる画面焼き付き防止プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶画面の焼き付きを防止する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶ディスプレイの焼き付きを防止する方法として、例えば、表示された静止画像上に
各１ドット幅の黒と白のペアの垂直ラインをオーバーレイ表示し水平方向に移動させる方
法が採られている（特許文献１）。または、前記ペアの水平ラインをオーバーレイ表示し
垂直方向に移動させる方法が採られている（同文献）。これらの方法により、ディスプレ
イに表示される画面に対する監視を妨げることなく、画面の焼き付き防止が図られている
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。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－１９１１９１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来の画面焼き付き防止方法は、キーボードやポインティングデバイス等の入力デバイ
スからの入力信号がない限り、焼き付き防止機能を停止できない。そのため、入力デバイ
ス以外の外部機器からの受信により画面に表示された例えば数値データに変更があった場
合、その数値データが焼き付き防止機能のオーバーレイ表示のラインと重なると当該数値
データを目視で確認できないことがある。したがって、前記焼き付き防止機能が実行され
ている間は前記画面を閲覧するユーザは違和感を覚えることがある。
【０００５】
　本発明は、上記の事情に鑑み、ディスプレイ画面を閲覧するユーザに違和感を与えるこ
となく当該画面の焼き付きの防止を行うことを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の画面焼き付き防止装置は、予め選択されたディスプレイ画面の所定領域の画素
データを記憶部に保持する画素データ保持部と、前記所定領域の画素を当該画素と異なる
色に描画させた後に当該異なる色と異なる他の色に描画させる描画処理部と、前記他の色
に描画させた画素の領域に前記保持された画素データの画素を再描画させる再描画処理部
と、前記再描画させた後に前記記憶部に保持する画素データとして前記所定領域と異なる
他の所定領域の画素データを選択する画素データ選択部を備える。
【０００７】
　本発明の画面焼き付き防止方法は、コンピュータが実行するディスプレイの画面焼き付
き防止方法であって、予め選択されたディスプレイ画面の所定領域の画素データを記憶部
に保持する画素データ保持ステップと、前記所定領域の画素を当該画素と異なる色に描画
させた後に当該異なる色と異なる他の色に描画させる描画処理ステップと、前記他の色に
描画させた画素の領域に前記保持された画素データの画素を再描画させる再描画処理ステ
ップと、前記再描画させた後に前記記憶部に保持する画素データとして前記所定領域と異
なる他の所定領域の画素データを選択する画素データ選択ステップを有する。
【０００８】
　尚、本発明の他の態様としては、コンピュータを前記画面焼き付き防止装置として機能
させるプログラムまたはコンピュータに前記画面焼き付き防止方法を実行させるプログラ
ムが挙げられる。
【発明の効果】
【０００９】
　以上の本発明によればディスプレイ画面を閲覧するユーザに違和感を与えることなく当
該画面の焼き付きを防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施形態である画面焼き付き防止装置のブロック構成図。
【図２】前記装置の動作例を説明したフローチャート。
【図３】前記動作例の説明図。
【図４】前記装置の他の動作例を説明したフローチャート。
【図５】前記他の動作例の説明図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
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　以下に図面を参照しながら本発明の実施形態について説明する。
【００１２】
　［概要］
　図１に例示された本実施形態の画面焼き付き防止装置１は、キーボード，マウス等の入
力デバイス６からの入力信号の有無に関わらず、液晶ディスプレイ５の画面を閲覧するユ
ーザに違和感を与えることなく当該画面の焼き付きを防止する。
【００１３】
　［装置の構成例］
　画面焼き付き防止装置１は、ＣＰＵ等の中央演算部２、ＲＡＭ等の揮発性の記憶部３、
ＧＰＵ等の画像処理部４及びＨＤＤ等の不揮発性の図示省略の補助記憶部等のコンピュー
タのハードウェア資源を備える。そして、これらのハードウェア資源がＯＳ，アプリケー
ション等のコンピュータのソフトウェア資源と協働することにより、画面焼き付き防止装
置１は、画素データ保持部２１，描画処理部２２，再描画処理部２３，画素データ選択部
２４を実装する。
【００１４】
　画素データ保持部２１は、予め選択された液晶ディスプレイ５の画面における所定領域
の画素データを記憶部３に保持する。
【００１５】
　描画処理部２２は、前記所定領域の画素を当該画素と異なる色に描画させた後に当該異
なる色と異なる他の色に描画させる。
【００１６】
　再描画処理部２３は、前記他の色に描画させた画素の領域に前記保持された画素データ
の画素を再描画させる。
【００１７】
　画素データ選択部２４は、前記再描画させた後に記憶部３に保持する画素データとして
前記所定領域と異なる他の所定領域の画素データを選択する。
【００１８】
　［動作例の説明］
　図２，３を参照しながら画面焼き付き防止装置１の動作例について説明する。
【００１９】
　Ｓ１０１：中央演算部２は液晶ディスプレイ５の画面５０の連続点灯時間を計測開始す
る。
【００２０】
　Ｓ１０２：中央演算部２は画面５０の連続点灯が所定時間経過しているか否かを判断す
る。前記連続点灯が所定時間経過している場合、ステップＳ１０３に移行する。一方、前
記連続点灯が所定時間経過していない場合、ステップＳ１０１に戻る。
【００２１】
　Ｓ１０３：画素データ保持部２１は液晶ディスプレイ５の画面５０において予め選択さ
れた所定領域の画素データを記憶部３に保持する。例えば図３（ａ）に示したように、前
記所定領域の画素データとして、画面５０の複数画素から成る所定データ量（例えば１ビ
ット）の横方向の直線状領域の画素データが記憶部３に保存される。
【００２２】
　Ｓ１０４：描画処理部２２は、前記所定領域の画素を当該画素と異なる色に描画させる
制御信号を画像処理部４に出力する。画像処理部４は、液晶ディスプレイ５の画面５０の
前記所定領域に前記異なる色を出力表示させる。例えば図３（ｂ）に示したように前記異
なる色の画素として「白色」の画素が出力表示される。
【００２３】
　Ｓ１０５：描画処理部２２は前記所定領域の画素を前記異なる色と異なる他の色に描画
させる制御信号を画像処理部４に出力する。画像処理部４は液晶ディスプレイ５の画面５
０の前記所定領域に前記他の色を出力表示させる。例えば図３（ｃ）に示したように前記



(5) JP 2017-90689 A 2017.5.25

10

20

30

40

50

他の色の画素として「黒色」の画素が出力表示される。
【００２４】
　Ｓ１０６：描画処理部２２は前記他の色に描画させた画素の領域に前記保持された画素
データの画素を再描画させる制御信号を画像処理部４に出力する。画像処理部４は、図３
（ｄ）に示したように、液晶ディスプレイ５の画面５０の前記所定領域に前記保持された
画素データの画素を再表示させる。
【００２５】
　Ｓ１０７：画素データ選択部２４はステップＳ１０３にて記憶部３に保持する画素デー
タとして前記所定領域と異なる他の所定領域の画素データを選択する。例えば図３（ｅ）
に示したように、前記他の所定領域の画素データとして、上述のステップＳ１０３にて先
に保持された所定領域よりも一行下の複数画素から成る所定データ量（例えば１ビット）
の横方向の直線状領域の画素データが選択される。このとき、上述のステップＳ１０３に
て先に記憶部３に保持された画素データが消去される。その後、ステップＳ１０１に戻る
。
【００２６】
　［他の動作例の説明］
　図４，５を参照しながら画面焼き付き防止装置１の動作例について説明する。
【００２７】
　Ｓ２０１：中央演算部２は液晶ディスプレイ５の画面５０の連続点灯時間を計測開始す
る。
【００２８】
　Ｓ２０２：中央演算部２は画面５０の連続点灯が所定時間経過しているか否かを判断す
る。前記連続点灯が所定時間経過している場合、ステップＳ２０３に移行する。一方、前
記連続点灯が所定時間経過していない場合、ステップＳ２０１に戻る。
【００２９】
　Ｓ２０３：画素データ保持部２１は液晶ディスプレイ５の画面５０において予め選択さ
れた所定領域の画素データを記憶部３に保持する。例えば図５（ａ）に示したように、前
記所定領域の画素データとして、複数画素から成る所定データ量（例えば１ビット）の矩
形状領域の画素データが記憶部３に保存される。
【００３０】
　Ｓ２０４：描画処理部２２は前記所定領域の画素を当該画素と異なる色に描画させる制
御信号を画像処理部４に出力する。画像処理部４は、液晶ディスプレイ５の画面５０の前
記所定領域に前記異なる色を出力表示させる。例えば図５（ｂ）に示したように前記異な
る色の画素として「白色」の画素が出力表示される。
【００３１】
　Ｓ２０５：描画処理部２２は前記所定領域の画素を前記異なる色と異なる他の色に描画
させる制御信号を画像処理部４に出力する。画像処理部４は液晶ディスプレイ５の画面５
０の前記所定領域に前記他の色を出力表示させる。例えば図５（ｃ）に示したように前記
他の色の画素として「黒色」の画素が出力表示される。
【００３２】
　Ｓ２０６：描画処理部２２は前記他の色に描画させた画素の領域に前記保持された画素
データの画素を再描画させる制御信号を画像処理部４に出力する。画像処理部４は、図５
（ｄ）に示したように、液晶ディスプレイ５の画面５０の前記所定領域に前記保持された
画素データの画素を再表示させる。
【００３３】
　Ｓ２０７：画素データ選択部２４はステップＳ２０３にて記憶部３に保持する画素デー
タとして前記所定領域と異なる他の所定領域の画素データを選択する。例えば図５（ｅ）
に示したように、前記他の所定領域の画素データとして、上述のステップＳ２０３にて先
に保持された所定領域と横方向に隣接する複数画素から成る所定データ量（例えば１ビッ
ト）の矩形状領域の画素データが選択される。このとき、上述のステップＳ２０３にて先
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に記憶部３に保持された画素データが消去される。その後、ステップＳ２０１に戻る。
【００３４】
　［本実施形態の効果］
　以上の画面焼き付き防止装置１によれば、液晶ディスプレイ５の画面５０が所定時間連
続点灯している場合、画面５０の所定領域毎の画素が当該画素と異なる色で表示された後
に当該異なる色と異なる他の色で表示され、その後、直ちに元の画素が再表示される。し
たがって、前記画像を閲覧するユーザに違和感を与えることなく画面５０の焼き付きが防
止される。特に、従来のようなオーバーレイ表示が実行されないので、前記ユーザは、画
面５０の表示対象物（例えば数値データ等）が視覚的に遮蔽されたという感覚を覚えなく
なり、当該表示対象物を違和感なくリアルタイムで閲覧できる。
【００３５】
　また、ステップＳ１０２，Ｓ２０２で判断される連続点灯時間の設定が自在であると、
ユーザの要求に応じて本実施形態の画面焼き付き防止機能を任意に開始できる。
【００３６】
　さらに、図３の事例は画素の色が変わる領域が複数画素から成る画面５０の横方向の直
線状領域であるが、当該領域が画面５０の縦方向の直線状領域であっても当該事例と同様
の効果を奏することは明らかである。また、同事例の直線状領域は液晶ディスプレイ５の
画面５０の縦方向に一行毎に移行するように切り替え表示されるが、画面５０の横方向に
当該領域分毎に移行するように切り替え表示させても当該事例と同様の効果を奏すること
は明らかである。尚、画面５０の無作為の領域にて切り替え表示を行っても当該事例と同
様の効果を奏することは明らかである。
【００３７】
　また、図４の事例は複数画素から成る矩形状領域が液晶ディスプレイ５の画面５０の横
方向に当該領域分毎に移行するように切り替え表示されるが、画面５０の縦方向に当該領
域分毎に移行するように切り替え表示させても当該事例と同様の効果を奏する。尚、画面
５０の無作為の領域にて切り替え表示を行っても当該事例と同様の効果を奏することは明
らかである。
【００３８】
　さらに、ステップＳ１０３，Ｓ２０３にて記憶部３に保持される画素のデータ量は１ビ
ットに限定することなく任意に設定可能であるよい。このように保持される画素のデータ
量が任意に調節可能であることにより、画面５０の焼き付き防止にあたり、記憶部３の容
量に応じて、前記ユーザに違和感を与えることなく、また、記憶部３に負担をかけること
なく、画面５０の色表示の切り替えが行える。
【００３９】
　そして、ステップＳ１０４～Ｓ１０６，Ｓ２０４～Ｓ２０６での各色の表示時間を任意
に設定できるようにすると、画面５０の焼き付き防止にあたり、より一層効果的に前記ユ
ーザに違和感を与えることなく画面５０の色表示の切り替えが行える。
【００４０】
　［他の実施形態］
　本発明は上述の実施形態に限定されるものではなく各請求項の範囲内で変形または応用
して実施することができる。例えば、本発明の色表示は上述の白，黒に限定することなく
任意の異なる色を表示させてもよい。
【００４１】
　また、本発明の他の実施形態としては、コンピュータを画面焼き付き防止装置１として
機能させるプログラム、若しくは、コンピュータに画面焼き付き防止方法のステップＳ１
０１～Ｓ１０７，Ｓ２０１～Ｓ２０７を実行させるプログラムが挙げられる。これらのプ
ログラムはインターネット等のネットワークを介して若しくはコンピュータが読取り可能
な周知の記録媒体に格納されて提供される。
【符号の説明】
【００４２】
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１…画面焼き付き防止装置
２１…画素データ保持部
２２…描画処理部
２３…再描画処理部
２４…画素データ選択部
３…記憶部
５…液晶ディスプレイ、５０…画面

【図１】 【図２】
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要解决的问题：防止屏幕在显示屏上老化而不给用户带来陌生感。 屏幕
老化防止装置1包括像素数据保持单元21，绘制处理单元22，重绘处理单
元23和像素数据选择单元24。像素数据保持单元21将预先选择的液晶显
示器5的屏幕上的规定区域的像素数据保持在存储单元3中。绘制处理单
元22使预定区域中的像素以与像素的颜色不同的颜色渲染，然后渲染与
不同颜色不同的另一种颜色的像素。重绘处理单元23在以另一种颜色呈
现的像素的区域中重绘所保持的像素数据的像素。像素数据选择单元24
选择与预定区域不同的另一预定区域的像素数据作为在重绘之后要存储
在存储单元3中的像素数据。 点域1
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